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　「
い
ん
ざ
い
産
業
ま
つ
り
」
は
、
毎

年
、
地
産
地
消
の
推
進
を
目
的
に
開

催
。
顔
の
見
え
る
販
売
な
ど
を
通
し

て
生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流
を
図

り
、
市
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
・
畜

産
物
・
商
工
業
製
品
な
ど
を
広
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
内
で
は
、
新
鮮
な
野
菜
や
地

場
産
品
の
販
売
・
飲
食
物
の
販
売
、

ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
（
入
場
無
料
）
な

ど
を
実
施
。
ま
た
、
各
テ
ン
ト
で
は
、

印
西
の
産
物
が
展
示
・
販
売
さ
れ
ま

す
。
　
生
産
者
自
慢
の
味
や
技
を
確
か
め

に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

11

10

10

3
時
。

■場 
B
I
G
H
O
P
ガ
ー
デ
ン
モ
ー
ル

印
西
駐
車
場
（
原
1
―
2
）。

※
下
図
参
照
。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3
7

5
）。

　
市
で
は
、
平
成
　
年
4
月
1
日
か

25

ら
、
県
よ
り
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

開
発
許
可
な
ど
に
関
す
る
事
務
の
移

譲
を
受
け
て
、
事
務
処
理
市
と
な
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
「
印
西
市
都
市
計
画

法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
許
可
の

基
準
に
関
す
る
条
例
」　
に
つ
い
て
、

(案)

市
民
意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
）
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
峨
～
　
日
俄
・
午
前
8

10

16

29

時
　
分
～
午
後
5
時
（
土
・
日
曜
日

30
は
除
く
）。

■場 
市
役
所
、
各
支
所
・
出
張
所
・
公

　
市
で
は
、
民
生
委
員
を
通
じ
　
歳
65

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
・
高

齢
者
の
み
の
世
帯
の
実
態
把
握
調
査

を
　
月
中
旬
か
ら
実
施
し
ま
す
。

10
　
今
回
の
実
態
把
握
調
査
は
、
緊
急

時
や
平
素
の
見
守
り
な
ど
に
お
け
る

連
絡
・
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　
民
生
委
員
は
、
地
域
住
民
の
身
近

な
相
談
・
支
援
者
で
す
。
そ
の
役
割

（
職
務
）
の
一
つ
に
は
、
地
域
住
民
の

生
活
の
実
態
や
福
祉
需
要
を
把
握
し
、

適
切
に
相
談
や
援
助
を
行
え
る
態
勢

月
 　
月
　
日日
臥臥
開
催
開
催

1111

1010

「
い
ん
ざ
い
産
業
ま
つ
り
」
で

　
  実
り
の
秋
を
満
喫
し
よ
う

▲
葛
毎
年
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
う
「
い
ん
ざ
い

産
業
ま
つ
り
」（
写
真
は
い

ず
れ
も
昨
年
の
も
の
で
す
）

▲各テントでは趣向を凝らした
ゲームや特産物の販売が行われ
ます

▲ご存じ印西市のご当地グルメ「印
西みそピーから揚げ」のお店も登場

 第
8
回
印
旛
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り

　
地
域
内
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
な
ど
の
即
売
会
、
各
出
展
団
体
に
よ
る

飲
食
物
の
模
擬
店
や
事
業
Ｐ
Ｒ
、　
組
を
超
え
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

５０

出
店
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
や
抽
選
会
な
ど
も
開
催
。

　
隣
接
す
る
印
旛
公
民
館
で
は
「
い
ん
ば
公
民
館
ま
つ
り
」
も
同
時
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
3
日
華
・
午
前
9
時
～
午
後
2
時
。

11
※
小
雨
決
行
。

■場 
印
旛
中
央
公
園
（
瀬
戸
）。

■問 
印
旛
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
印
西
市
商
工
会
印
旛

支
所
内
・
緯
碓99 
0
2
8
2
）。

　ペットボトルの原料はプラスチックと同じ石油か
ら作られるポリエチレンテレフタレートと呼ばれる
樹脂で、英語表記の頭文字をとって「PET（ペット）」
と呼んでいます。このポリエチレンテレフタレート
を原料とした仲間としては、繊維や食品包装フィル
ムなどであり、このことがペットボトル再利用品数
の多さの理由となっています。
　ペットボトルのリサイクルには回収したペットボ
トルを細かく砕いて原料にし、いろいろな製品を作
る「マテリアルリサイクル」とペットボトルの原料に
戻し、再びペットボトルを作る「ボトルtoボトル」
の2つの方法があります。「マテリアルリサイクル」
による製品の種類は年々増えており、より身近な製
品に形を変えて再利用されています。
　このようにリサイクルしやすいペットボトルです
が、まだ燃やすごみの中に排出されている場合が見
受けられます。
　貴重な資源であるペットボトルは、必ず資源物と
して排出してください。ご協力をお願いいたします。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）。

ごみの分別大事典シリーズ⑦

ペットボトルはリサイクルできる貴重な資源

を
整
え
て
お
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

調
査
が
あ
り
ま
す
。

碓伺 
注
意
…
民
生
委
員
は
、
調
査
で
伺

う
際
、
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
調
査
で
得
た
個
人
情
報
に

は
「
民
生
委
員
法
」
第
　
条
に
よ
り
、

15

守
秘
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
区
担
当
の
民
生
委
員
が
各
家
庭

を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
4
・
2
5
6
）。

 ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
・
高
齢
者
の
み
の
　

　
　
　
　
　
世
帯
実
態
調
査
を
開
始
し
ま
す

民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
。

■対 
市
内
に
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学

の
人
。

胸
意
見
の
提
出
方
法
…
　
月
　
日
俄

10

29

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
任
意
様

式
に
「
印
西
市
都
市
計
画
法
に
基
づ

く
開
発
行
為
等
の
許
可
の
基
準
に
関

す
る
条
例
（
案
）
に
関
す
る
意
見
公

募
」
と
併
せ
て
、
意
見
・
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
を
明
記
し
、
市
建
築
課
ま
で

持
参
、
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電

子
メ
ー
ル
で
提
出
（
持
参
の
場
合
、

土
・
日
曜
日
は
除
く
）。

※
氏
名
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い

も
の
は
無
効
で
す
。
ま
た
、
応
募
に

要
す
る
諸
費
用
は
応
募
者
本
人
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

■問 
建
築
課
開
発
指
導
準
備
室
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
☎
内
線
7
7
2
・
胃
碓42 

0
0
2
8
・
■メール k

e
n
tik
u
k
a@
cit

y
.in
zai.lg

.jp

 ）。

【ダイヤ改正の概要】
①昼間時、新鎌ケ谷駅において、普通電車とアクセ
　ス特急との乗換接続を可能とし利便性を向上。
②昼間時における普通電車の待ち合わせ時間の短縮。
③成田空港および羽田空港へのアクセス時間短縮。
④印西牧の原駅～印旛日本医大駅間の増発。
⑤急行電車の一部普通電車化。
⑥平日深夜の増発による混雑緩和。
※各駅の時刻は、北総鉄道㈱ホームページ（http:
//www.hokuso-railway.co.jp/）をご覧くださ
い。詳細は下記までお問い合わせください。
■問 北総鉄道㈱運輸部（緯047－445－7161）。

都心・成田空港、羽田空港への利便性が向上

10月21日蚊から北総線の
ダイヤが改正

 印
西
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

　
　
開
発
行
為
等
の
許
可
の
基
準
に
関
す
る

　
　
　
条
例
　
の
市
民
意
見
公
募
を
実
施

(案)

産業まつり会場



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
事
業

心
の
整
理
術

～
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
相
談
～

　
市
で
は
、
発
達
障
が
い
・
精
神
障

が
い
な
ど
の
た
め
に
、
悩
ん
で
い
る

人
や
そ
の
家
族
に
対
し
、
対
面
相
談

と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
（
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
含

む
）
を
実
施
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
　
分
～

10

30

30

　
時
　
分
。

11

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館（
中
央
南
）。

■費 
無
料
（
要
予
約
）。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

第
1
回
成
年
後
見
制
度
の
説
明
会

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
～
4
時
。

10

27

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■内 
成
年
後
見
制
度
の
概
要
編
。

噛
講
師
…
三
浦
俊
男
氏
（
千
葉
県
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
会
員
）。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
。

■費 
無
料
。

■問 
印
西
市
障
害
者
団
体
連
絡
協
議

会
・
畑
中
（
■携 
0
9
0
―
6
0
1
2

―
4
4
8
4
）。

保
育
料
は
8
街
0
0
0
円（
月
額
）。

※
入
園
料
・
保
育
料
の
納
入
は
、
預

金
口
座
振
替
で
行
い
ま
す
。

【
通
園
】

胸
大
森
幼
稚
園
…
保
護
者
が
責
任
を

持
っ
て
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
瀬
戸
幼
稚
園
…
印
旛
地
区
内
で
は
、

幼
稚
園
バ
ス
の
運
行
あ
り
。

胸
も
と
の
幼
稚
園
…
本
埜
地
区
内
で

は
、
幼
稚
園
バ
ス
の
運
行
あ
り
。

【
幼
稚
園
事
前
見
学
】

　
各
幼
稚
園
と
も
に
随
時
対
応
し
て

い
ま
す
。
日
程
な
ど
は
直
接
幼
稚
園

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
大
森
幼
稚
園
（
緯
碓42 
2
5
0
2
）、

瀬
戸
幼
稚
園
（
緯
碓98 
0
4
3
4
）、
も

と
の
幼
稚
園
（
緯
碓97 
1
0
1
0
）、
学

務
課
学
務
班
（
緯
内
線
5
2
5
）。

六
合
学
童
ク
ラ
ブ
指
定
管
理
者

　
平
成
　
年
4
月
1
日
に
新
設
す
る

25

「
六
合
学
童
ク
ラ
ブ
」
の
指
定
管
理

者
を
募
集
し
ま
す
。

胸
所
在
地
…
印
西
市
瀬
戸
1
5
8
0

番
地
（
六
合
小
学
校
内
）。

胸
施
設
の
目
的
…
就
労
な
ど
の
た
め
、

昼
間
保
護
者
が
い
な
い
家
庭
の
児
童

に
対
し
て
、
生
活
指
導
や
余
暇
指
導

を
実
施
す
る
。

胸
業
務
範
囲
…
臼
児
童
の
生
活
指

導
・
余
暇
指
導
渦
入
所
の
許
可
嘘
利

用
料
金
の
徴
収
唄
入
所
の
許
可
の
取

り
消
し
欝
本
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
。

胸
指
定
期
間
…
平
成
　
年
4
月
1
日

25

～
平
成
　
年
3
月
　
日
。

28

31

胸
応
募
方
法
…
手
続
き
や
応
募
期
間

な
ど
に
つ
い
て
は
、
募
集
要
項
参
照
。

※
募
集
要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
、
左
記
ま
で
。

■問 
保
育
課
管
理
班
（
緯
内
線
2
2

5
）。

水
道
事
業
運
営
審
議
会
委
員

　
事
業
認
可
・
料
金
な
ど
、
市
営
水

道
事
業
の
運
営
全
般
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
、
年
3
回
程
度
会
議
に
参

加
で
き
る
人
を
募
集
。

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
人
で
、

20

平
日
の
昼
間
開
催
の
会
議
に
参
加
で

き
る
人
。
た
だ
し
、
ほ
か
の
審
議
会

委
員
の
職
に
あ
る
人
は
対
象
外
。

　
な
お
、
応
募
者
が
多
数
の
場
合
、

選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■定 
2
人
以
内
。

胸
任
期
…
委
嘱
の
日
か
ら
2
年
間
。

胸
報
酬
…
日
額
7
街
5
0
0
円
。

■申 
　
月
2
日
画
（
当
日
消
印
有
効
）

11
ま
で
に
、
①
必
要
事
項
を
記
入
し
た

審
議
会
委
員
応
募
申
込
書
と
、
②
小

論
文
（「
水
道
事
業
の
あ
り
方
」
に

つ
い
て
）
を
同
封
し
、
郵
送
ま
た
は

直
接
左
記
窓
口
ま
で
。

※
小
論
文
は
、
4
0
0
字
詰
め
原
稿

用
紙
2
枚
程
度
で
、
任
意
の
原
稿
用

紙
も
可
。

※
応
募
書
類
は
水
道
課
窓
口
と
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
。
選
考
結
果

は
、
申
込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■問 
水
道
課
水
道
事
業
班
（
〒
2
7
0

男
女
混
合

9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■時 
　
月
9
日
蚊
・
午
前
9
時
～
。

12
■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館（
浦
部
）。

■対 
市
内
在
住
の
男
女
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
。
男
性
登
録
は
何
人
で
も
よ

い
が
、
ゲ
ー
ム
に
出
場
で
き
る
メ
ン

バ
ー
は
3
人
以
内
と
す
る
。

■費 
1
街
0
0
0
円
（
当
日
徴
収
）。

■申 
　
月
6
日
峨（
必
着
）ま
で
に
、
所

11
定
の
申
込
用
紙
（
松
山
下
公
園
総
合

体
育
館
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
石

井
龍
二
郎
（
〒
2
7
0
―
1
3
2
7

印
西
市
大
森
4
4
5
3
・
緯
／
胃
碓42 

6
7
7
8
）。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
・
利
用
認
定
会

　
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
内
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
施
設
で
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

教
室
お
よ
び
利
用
認
定
会
を
実
施
。

平
成
　
年
度
市
立
幼
稚
園
入
園
児

25

胸
書
類
配
布
…
　
月
　
日
峨
～
　
月

10

16

11

9
日
画
。

※
事
前
配
布
し
ま
す
の
で
、
内
容
を

確
認
し
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
受

付
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、

書
類
は
、
問
い
合
わ
せ
先
で
配
布
。

■時 
■場 
…
左
表
の
と
お
り
。

※
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
、

各
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

胸
入
園
資
格
…
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

平
成
　
年
4
月
2
日
～
平
成
　
年
4

20

21

月
1
日
生
ま
れ
（
4
歳
児
）。

※
も
と
の
幼
稚
園
の
み
、
平
成
　
年
21

4
月
2
日
～
平
成
　
年
4
月
1
日
生

22

ま
れ
（
3
歳
児
）。

■定 
下
右
表
の
と
お
り
。

※
受
付
人
数
が
定
員
数
を
超
え
た
場

合
は
、
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。
そ

の
場
合
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

■他 
認
め
印
が
必
要
で
す
。
受
付
当
日
、

簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
の
で
、
保

護
者
と
お
子
さ
ん
で
来
場
く
だ
さ
い
。

【
個
人
面
談
・
入
園
決
定
】

　
学
務
課
か
ら
後
日
通
知
し
ま
す
。

■費 
入
園
料
2
街
0
0
0
円
、
保
育
料

6
街
0
0
0
円
（
月
額
）。

※
も
と
の
幼
稚
園
年
少（
3
歳
児
）の

平成２４年（２０１２）１０月１５日号（２）

―
2
3
9
2
印
西
市
笠
神
2
5
8

7
・
緯
碓97 
1
1
1
1
・
内
線
6
0
2
）。

印
西
市
女
性
の
会
会
員

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
～
共
に
支
え
あ
う
、

笑
顔
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
～
「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
花
い
っ
ぱ

い
美
し
い
ま
ち
」
を
合
言
葉
に
一
緒

に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

■内 
平
成
　
年
度
の
活
動
予
定
…
臼
リ

24

フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
渦
花
い
っ
ぱ
い
運

動
嘘
地
域
の
お
祭
り
に
参
加
唄
研
修

会
欝
美
化
活
動
。

■対 
市
内
に
居
住
す
る
女
性
。

■費 
年
額
5
0
0
円
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
へ
。

■問 
印
西
支
部
・
鈴
木
（
緯
碓46 
0
1
5

8
）、
印
旛
支
部
・
岩
崎
（
緯
碓98 
2

4
8
7
）、
本
埜
支
部
・
青
柳
（
緯

碓97 
1
0
2
3
）。

害
者
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
チ

ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障
害
者
手
帳
な

ど
に
よ
る
確
認
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
文
化
ホ
ー
ル
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
発
売
中
。　
月
　
日
峨
か
ら
文
化

10

16

ホ
ー
ル
の
み
で
電
話
受
付
開
始
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
（
開

12

22

11

場
は
　
時
　
分
）。

10

30

■費 
一
般
2
街
0
0
0
円
、
子
ど
も

（
0
歳
～
小
学
生
）
5
0
0
円
。

※
全
席
指
定
・
発
売
初
日
の
み
一
人

6
枚
ま
で
。

※
障
害
者
割
引
は
、
一
般
料
金
よ
り

5
0
0
円
引
き
（
子
ど
も
料
金
の
障

生
証
ま
た
は
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ

る
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
。
詳
し

く
は
文
化
ホ
ー
ル
ま
で
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
文
化
ホ
ー
ル
と

イ
ー
プ
ラ
ス
（
■ＨＰ h

ttp
://e
p
lu
s

.jp

）
で
発
売
中
。

■時 
　
月
4
日
蚊
・
午
後
3
時
～
（
開

11
場
は
2
時
　
分
）。

30

■費 
大
人
3
街
5
0
0
円
、
子
ど
も

（
小
・
中
学
生
）
2
街
0
0
0
円
（
全

席
指
定
）。

※
障
害
者
割
引
は
料
金
か
ら
5
0
0

円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
学

１１／４
（日）

ア
リ
ス
＝
紗
良
・
オ
ッ
ト
　

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

募
集

胸募集日時と会場胸
会場期日

本埜保健センター 
集団指導室

11月1日牙
11月2日画

印西市役所
 ２4会議室

11月6日峨
11月7日我

瀬戸幼稚園
11月8日牙
11月9日画

※時間は午前９時～午後４時。

胸入園資格と定員胸

保育
年数定員年齢幼稚園

2年70人平成20年4月2日～
平成２1年4月1日
生まれの４歳児

大森

2年105人瀬戸

3年105人
平成２1年4月2日～
平成22年4月1日
生まれの３歳児

もとの

0
0
円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、

障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
を
行

い
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
不
可
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
、

10

20

イ
ー
プ
ラ
ス
（
■ＨＰ h

ttp
://e
p
lu
s

.jp

）
で
午
前
　
時
か
ら
発
売
開
始
。

10

　
月
　
日
峨
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
の
み

10

23

で
電
話
受
付
開
始
。

　
世
界
で
も
有
数
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
川
久
保
賜
紀
と
ギ
タ
リ
ス
ト
村

治
佳
織
の
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
。

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
蚊
・
午
後
2

25

20

時
開
演
（
開
場
は
1
時
　
分
）。

30

■費 
一
般
3
街
0
0
0
円
、
子
ど
も

（
小
～
中
学
生
）
1
街
5
0
0
円
。

※
全
席
指
定
・
発
売
初
日
の
み
一
人

4
枚
ま
で
。

※
障
害
者
割
引
は
入
場
料
金
よ
り
5

ス
ポ
ー
ツ

福
祉

１２／２２
（土）

ク
リ
ス
マ
ス
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

1／20
（日）

川
久
保
賜
紀
＆
村
治
佳
織

デ
ュ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ト

文化ホール
中央駅前地域交流館

小林公民館
そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ

の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
残
券
が
あ
る
場
合
は
、
電
話
予

約
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　
一
般
利
用
に
つ
い
て
は
、
利
用
認

定
証
取
得
者
の
み
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
各
支
所
・
公
民
館
・
出
張
所
に

あ
る
チ
ラ
シ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・【
教
室
】
午
後
5

11

11

時
～
6
時
　
分
、【
利
用
認
定
会
】
午

50

後
7
時
～
8
時
　
分
。

50

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
。

■定 
各
　
人
。

20

■他 
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
が
必
要
。

■申 
　
月
　
日
牙
～
　
月
4
日
蚊
の
間

10

18

11

に
、
申
込
書
を
提
出
（
先
着
順
）。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

8
4
1
7
）。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

時給額756円に

■場 
京
葉
銀
行
文
化
プ
ラ
ザ
（
千
葉
市

中
央
区
富
士
見
町
）。

■内 
臼
C
K
D
（
慢
性
腎
臓
病
）
患
者

に
お
け
る
災
害
対
策
。

噛
講
師
…
三
浦
國
男
氏
（
玄
々
堂
君

津
病
院
臨
床
工
学
科
技
士
長
）。

渦
C
K
D
患
者
の
バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
ア

ク
セ
ス
を
守
る
た
め
に
。

噛
講
師
…
大
崎
慎
一
氏
（
玄
々
堂
君

津
病
院
副
院
長
）。

嘘
医
療
相
談
会
・
患
者
の
体
験
談
。

■対 
C
K
D
慢
性
腎
臓
病
・
糖
尿
病
・

移
植
に
関
心
の
あ
る
人
。

■定 
先
着
1
8
0
人
。
■費 
無
料
。

■問 
特
定
非
営
利
活
動
法
人
千
葉
県
腎

臓
病
協
議
会
（
緯
0
4
3
―
2
5
6

―
4
6
6
1
）。

自
然
探
検
隊

「
松
虫
姫
伝
承
の
里
山
歩
き
」

　
松
虫
姫
伝
承
の
里
を
歩
き
、
自
然

や
巨
木
を
探
し
ま
す
。
ま
た
、
早
く

も
や
っ
て
き
た
冬
鳥
や
赤
や
青
が
美

し
い
木
の
実
な
ど
も
観
察
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

11

11

30

正
午
。

■対 
原
則
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
。

■定 
　
人
程
度
。

20
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
）。

■他 
筆
記
用
具
、
水
筒
、
あ
れ
ば
双
眼

鏡
、
ル
ー
ペ
。

■申 
　
月
5
日
俄
（
当
日
消
印
有
効
）

11
ま
で
に
、
は
が
き
、
F
A
X
、
メ
ー

ル
で
臼
参
加
申
し
込
み
を
す
る
自
然

探
検
隊
の
タ
イ
ト
ル
渦
住
所
嘘
参
加

者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
職
業
（
学

年
）
唄
連
絡
先
電
話
番
号
を
記
入
し
、

左
記
ま
で
。

※
集
合
場
所
な
ど
は
、
後
日
連
絡
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

＠
m
in
o
s.o
cn
.n
e
.jp

）。

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
受
講
者

■時 
　
月
4
日
峨
、
5
日
我
・
午
前
9

12
時
　
分
～
午
後
5
時
。

30
■場 
印
旛
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
美

瀬
）。　

■対 
当
消
防
組
合
管
内
（
印
西
市
・
白

井
市
）
に
在
勤
・
在
住
で
、
防
火
管

理
者
と
し
て
選
任
さ
れ
る
予
定
の
人
。

■定 
1
0
0
人
。

■申 
　
月
5
日
俄
～
7
日
我
・
午
前
9

11
時
～
午
後
5
時
に
、
教
本
代
3
街
4

0
0
円
、
申
請
書
お
よ
び
受
講
票
を
、

印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
へ
提
出
。

※
申
請
書
と
受
講
票
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
写
真
（
縦
4
唖
×
横
3
唖
）
を

張
り
付
け
の
こ
と
。

※
申
請
書
な
ど
は
当
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た

は
消
防
本
部
予
防
課
お
よ
び
管
内
の

消
防
署
・
分
署
で
配
布
し
ま
す
。

■問 
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予

防
課
（
印
西
市
牧
の
原
二
丁
目
3
番

地
・
緯
碓46 
9
9
7
1
）。

高
齢
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　「
障
子
・
網
戸
張
り
替
え
」

■時 
　
月
　
日
俄
～
　
日
我
・
午
前
9

10

29

31

時
～
正
午
。

■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■対 
市
内
在
住
　
歳
以
上
の
人
（
コ
ー

60

ス
制
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
3
日
間

す
べ
て
出
席
で
き
る
人
）。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

10
■申 
　
月
　
日
画
ま
で
に
、
電
話
で
左

10

26

記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
高
齢
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓47 
4
0
5
0
）。

第
　
回
「
腎
臓
病
を
考
え
る
会
」

25
　
腎
臓
病
に
関
す
る
講
演
会
と
患
者

体
験
談
、
医
療
相
談
会
を
開
催
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
4
時

10

28

　
分
。

30

フ
ァ
ミ
リ
ア
館
（
滝
野
）
嘘
文
化

ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓48 

4
5
0
0
）。

絵
手
紙
講
習
会

　
絵
手
紙
で
年
賀
状
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
正
午
。

11

21

10

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
（
浦
部
）。　
　
　
　

噛
講
師
…
阿
久
澤
登
美
子
氏
（
印
西

絵
手
紙
の
会
）
ほ
か
。

■定 
　
人
。

25
■費 
3
0
0
円
（
材
料
費
）。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
永
治
プ
ラ
ザ
（
緯
碓42 
1
1
0
1
）。

N
P
O
会
計
お
よ
び
労
務

説
明
会
・
個
別
相
談
会

【
会
計
】

　
公
認
会
計
士
に
よ
る
N
P
O
会
計

に
つ
い
て
の
説
明
会
と
相
談
会
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

27

10

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
）。

■内 
臼
市
民
活
動
に
活
か
す
会
計
の
基

礎
、
報
告
書
の
書
き
方
を
解
説
渦
個

別
相
談
。

【
労
務
】

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
、
N
P

O
労
務
に
つ
い
て
の
説
明
会
と
相
談

会
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

11

10

10

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
。

■内 
臼
人
材
募
集
や
人
事
管
理
の
方

法
・
法
律
、
保
険
の
知
識
に
つ
い
て

の
解
説
渦
個
別
相
談
。

【
会
計
・
労
務
共
通
】

■対 
N
P
O
法
人
と
し
て
活
動
中
ま
た

は
法
人
立
ち
上
げ
を
目
指
す
市
民
。

■定 
　
人
（
個
別
相
談
は
1
組
限
定
）。

20
■費 
2
0
0
円
（
資
料
代
）。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓48 

4
5
0
0
・
■メール i.sh

ie
n
ce
n
te
r

東
京
電
機
大
学
の
学
生
に
よ
る

「
マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾
」

　
東
京
電
機
大
学
の
学
生
と
地
域
の

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
、
パ
ソ

コ
ン
を
通
じ
た
交
流
と
パ
ソ
コ
ン
初

心
者
の
技
術
の
向
上
を
目
的
に
実
施
。

　「
マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾
」
は
、

無
料
で
好
き
な
時
間
に
参
加
で
き
、

そ
し
て
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
も
可

能
で
す
。
個
々
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
の

課
題
に
対
し
て
先
生
（
学
生
）
た
ち

が
優
し
く
相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。

■時 
■場 
…
左
表
の
と
お
り
。

■定 
　
人
（
先
着
順
）。

20
※
原
則
、　
番
目
以
降
の
人
は
パ
ソ

21

コ
ン
持
参
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

先
に
入
場
し
て
い
る
人
の
退
出
を

待
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■他 
自
由
参
加
・
入
退
室
自
由
。
パ
ソ

コ
ン
持
ち
込
み
可
。

■問 
中
央
公
民
館
（
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

市
民
活
動
団
体
写
真
展

　
市
内
の
市
民
活
動
団
体
を
紹
介
す

る
写
真
展
を
開
催
。
1
枚
1
枚
が
、

各
団
体
の
活
動
中
の
姿
を
切
り
取
っ

た
写
真
で
す
。

■時 
臼
　
月
　
日
峨
～
　
日
蚊
、
渦
　

10

23

28

10

月
　
日
峨
～
　
月
4
日
蚊
、
嘘
　
月

30

11

11

7
日
我
～
　
日
峨
・
い
ず
れ
も
休
館

20

日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
各
会
場
と
も
初
日
は
午
前
9
時
　30

分
～
）。

■場 
臼
印
旛
公
民
館
（
瀬
戸
）
渦
本
埜

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
胃
碓42 

7
2
4
2
・
■メール k

an
k
y
o
u
k
a@
c

ity
.in
zai.lg

.jp

）。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い

て
の
市
民
講
座

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
最
も
近
い
相

談
者
と
し
て
、
各
地
で
支
援
活
動
を

し
て
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

つ
い
て
、
制
度
の
理
解
促
進
の
た
め

の
市
民
講
座
を
、
苛
千
葉
県
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
の
主
催
で
開
催
。

■時 
　
月
　
日
画
・
午
後
1
時
　
分
～

11

30

30

3
時
　
分
。

30

■場 
佐
倉
市
中
央
公
民
館
（
佐
倉
市
鏑

木
町
）。

■申 
　
月
9
日
画
ま
で
に
、
電
話
ま
た

11
は
F
A
X
（
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先

を
明
記
）
で
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
6
・
胃
碓42 
0
3
8
1
）。

（３）平成２４年（２０１２）１０月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

ま
で
全
　
バ
ン
ド
が
出
演
。　
日
臥

21

10

は
印
西
産
業
ま
つ
り
同
時
開
催
。

■時 
　
月
　
日
臥
、　
日
蚊
・
い
ず
れ

11

10

11

も
正
午
～
4
時
。

■場 
B
I
G
H
O
P
ガ
ー
デ
ン
モ
ー
ル

印
西
（
原
）。

■費 
入
場
・
駐
車
場
共
に
無
料
。

■問 
実
行
委
員
会
事
務
局
・
佐
々
木

（
緯
碓46 
4
7
3
1
）、
永
井
（
■携 
0
9

0
―
4
0
6
5
―
8
3
4
6
・
午
後

5
時
以
降
）。

怯
I
T
初
級
講
座

　
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
学
び
な
が
ら
、

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作
ろ
う
。

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
　
分
～

11

15

30

正
午
（
受
け
付
け
9
時
～
）。

■場 
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

（
柏
市
）。

■内 
指
導
者
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
。

■対 
高
校
生
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

12
■申 
　
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
か
ら
電

10

16

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
（
緯
0
4
―
7
1
9
1
―
1
9
2

3
）。

怯
第
５
弾
町
家
寄
席
の
夕
べ

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
5
時
～
7
時
。

11

18

■場 
国
登
録
文
化
財
「
岩
井
家
住
宅
主

屋
」（
木
下
）。

■定 
　
人
。
■費 
1
街
5
0
0
円
。

45
■申 
前
売
り
券
は
、　
月
4
日
蚊
ま
で
、

11

山
口
自
転
車
屋
店
（
木
下
駅
北
口
）

で
午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
販
売

（
先
着
順
）。

■問 
木
下
ま
ち
育
て
塾
・
伊
藤
（
■携 
0

9
0
―
3
5
2
9
―
4
9
9
0
）。

怯
印
西
歴
史
愛
好
会
会
員
募
集

■時 
毎
月
第
2
日
曜
日
・
午
前
　
時
～

10

正
午
。

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■内 
地
域
の
歴
史
な
ど
の
講
演
会
。
年

3
回
の
館
外
学
習
ほ
か
。

■費 
前
期
・
後
期
各
3
街
0
0
0
円
。

■問 
志
賀
（
緯
碓46 
5
8
2
5
）、
山
下

（
緯
碓97 
5
1
3
1
）。

怯
古
流
松
瀞
会
清
水
理
弘
い
け

ば
な
教
室
・
サ
ー
ク
ル
「
花
楽
」

い
け
ば
な
展

　「
和
」
が
テ
ー
マ
。
稽
古
の
成
果

を
発
表
。

■時 
　
月
　
日
牙
～
　
日
臥
・
午
前
　

10

25

27

10

時
～
午
後
4
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
。

■費 
入
場
無
料
。

■問 
清
水
理
弘
い
け
ば
な
教
室
（
緯
碓46 

1
6
6
0
）。

怯
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
・
育
児

支
援
講
座

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
　
分
～

10

28

10

30

正
午
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

■内 
お
産
に
つ
い
て
・
母
乳
育
児
の
ス

タ
ー
ト
。

噛
講
師
…
中
澤
淳
子
氏
ほ
か
。

■対 
妊
婦
、
育
児
中
の
マ
マ
と
赤
ち
ゃ

ん
、
そ
の
ご
家
族
。
■費 
無
料
。

■問 
安
藤
（
緯
碓47 
0
5
1
6
）。

怯
犬
・
猫
譲
渡
会

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

10

28

11

2
時
。

■場 
B
Ⅰ
G
H
O
P
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ

（
原
）。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
■ＨＰ h

ttp
://asn

o
ah
.n
o
o
r.jp
/

）。

怯
家
事
家
計
講
習
会

　
全
国
友
の
会
松
戸
支
部
千
葉
Ｎ
Ｔ

主
催
、
婦
人
之
友
社
後
援
の
講
習
会
。

■時 
　
月
8
日
牙
・
午
前
　
時
～
正
午
。

11

10

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

■費 
4
0
0
円
、
託
児
予
約
制
2
0
0

円
。

■問 
前
田
（
緯
碓97 
1
9
8
4
）。

怯
印
西
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
ラ

イ
ブ
2
0
1
2
　
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
O
P

in

　
フ
ォ
ー
ク
か
ら
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク

講
座
・
催
し

胸マイペースパソコン塾日程胸

開催場所開催時間開催日

中央
公民館

午前１０時
～正午、
午後１時
～４時

１０/２０臥

１１/１０臥

１１/１７臥

１２/１臥

１２/２２臥

　10月1日から従来の748円から8円引き上げ、756円に改正さ
れました。
　これは、千葉県内の事業所で働くすべての労働者（パート、ア
ルバイトなどを含む）および、その使用者に適用される地域別最低
賃金です。
　詳しくは、電話で下記へお問い合わせいただくか、ホームペー
ジ（http://chiba-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp）をご覧ください。
■問 千葉県労働局労働基準部賃金室（緯043―221―2328）。

 千葉県最低賃金の改正

胸
お
わ
び
と
訂
正
胸

　『
広
報
い
ん
ざ
い
』　
月
1
日
号
・
　
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
※
市
民
生
活
相
談
・
法
律
相

10

15

談
の
電
話
予
約
受
付
開
始
」（
青
い
枠
線
の
記
事
）
の
一
行
目
冒
頭
で
「
　
月
　
日
峨
に

10

30

実
施
し
て
い
る
…
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
　
月
　
日
峨
に
実
施
し
て
い
る

10

23

…
」
で
す
。
お
わ
び
し
て
、
訂
正
し
ま
す
。
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広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
決
勝
は
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
部

屋
（
木
刈
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）
と

小
林
マ
リ
オ
部
屋
（
小
林
キ

ラ
ー
ズ
）
の
対
戦
と
な
り
、

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
部
屋
が
見
事
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
学
年
別
個
人

戦
が
開
催
。
個
人
戦
で
5
人
抜

き
し
た
力
士
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
残
り
ま
す
。
結
果
、
4

年
生
で
3
人
、
5
年
生
で
4
人
、

6
年
生
で
7
人
の
猛
者
が
残
り
、

　
競
技
前
に
神
主
に
よ
る
土
俵
の

安
全
祈
願
が
行
わ
れ
た
後
、
松
本

会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
相
撲
は
礼
を
も
っ
て
始
ま
り
、

礼
を
も
っ
て
終
わ
る
」
と
い
う
お

話
が
印
象
的
で
し
た
。

　
午
前
9
時
過
ぎ
か
ら
小
学
4
～

6
年
の
各
　
チ
ー
ム
に
よ
る
団
体

20

戦
（
1
チ
ー
ム
5
人
）
か
ら
行
わ

れ
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
3
人
が

勝
っ
た
方
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
勝

ち
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
行
司
役

は
六
軒
消
防
団
の
み
な
さ
ん
で
、

土
俵
の
所
作
は
大
相
撲
と
同
じ
で

す
。
最
初
に
塩
を
撒
き
、
行
事
の

軍
配
も
あ
り
、
土
俵
審
判
も
東
西

南
北
に
配
置
し
て
の
本
式
で
す
。

相
撲
解
説
も
、
N
H
K
の
解
説
者

並
の
格
調
高
い
も
の
で
し
た
。
そ

れ
に
監
督
コ
ー
チ
や
お
母
さ
ん
た

ち
の
声
援
合
戦
も
加
わ
り
、
ヒ
ー

ト
ア
ッ
プ
。
数
々
の
熱
戦
が
繰
り

 豆
力
士
た
ち
 熱
戦
の
夏
場
所

　
　
　
　「
第
　
回
六
軒
相
撲
大
会
」

18広報レポーター： 渡邉  
わたなべ

 信一 （若萩）
のぶかず

夕
や
み
に
烏
瓜
の
花
白
く
咲
く
幸
を
呼
ぶ
と
の
言
葉
い
み
じ
く

木
　
刈
　
　
　
山
本
　
靖
子

此
の
暑
さ
エ
ア
コ
ン
強
め
て
籠
り
ゐ
る
省
エ
ネ
思
へ
ど
老
い
て
耐
へ
得
ず

高
　
花
　
　
　
田
中
　
兵
作

ま
だ
来
ず
と
電
話
口
に
て
卒
寿
の
義
父
に
 一
 
ひ
と

 日
 た
が
ふ
と
妻
こ
た
へ
を
り

ひ小
倉
台
　
　
　
村
越
　
博
茂

ひ
ま
わ
り
に
今
朝
は
静
か
な
風
立
ち
て
老
い
て
生
く
べ
き
い
の
ち
慰
む

木
下
東
　
　
　
平
湯
　
凉
子

 四
照
花
 の
う
す
赤
き
実
も
葉
の

や

ま

ぼ

ふ

し

 間
 を
吹
き
く
る
風
も
淡
淡
と
秋

あ
い

　
　
原
　
　
　
　
野
村
　
と
く

　
去
る
8
月
　
日
の
猛
暑
の
中
、

26

六
軒
相
撲
大
会
（
実
行
委
員
会

長
：
松
本
一
正
氏
）
が
弁
天
川
の

ほ
と
り
、
六
軒
厳
島
神
社
境
内
の

特
設
土
俵
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
明
治
の
横
綱

「
 鳳
 」
が
六
軒
の
出
身
で
あ
る
こ

お
お
と
り

と
か
ら
、
大
人
相
撲
の
大
会
と
し

て
戦
前
か
ら
昭
和
　
年
代
前
半
ま

30

で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が

昭
和
　
年
に
中
断
。
そ
の
後
、
地

44

元
の
み
な
さ
ん
の
熱
意
に
よ
り
、

平
成
7
年
か
ら
同
神
社
で
少
年
相

撲
の
大
会
と
し
て
復
活
し
ま
し
た
。

復
活
後
、
第
一
回
大
会
に
は
、
舞

の
海
関
を
招
へ
い
し
た
こ
と
も
あ

る
由
緒
あ
る
相
撲
大
会
で
す
。

掲載情報は9月27日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
国
道
4
6
4
号
沿
い
、
ジ
ョ
イ

フ
ル
本
田
に
隣
接
す
る
ひ
と
際
目

立
つ
建
物
が
「
印
西
西
消
防
署
牧

の
原
分
署
」（
牧
の
原
2
―
3
）
で

す
。　『
市
民
に
開
か
れ
た
消
防

署
』
と
し
て
、
平
成
　
年
4
月
1

13

日
に
「
印
西
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部
」
と
と
も
に
開
設
。
雨

風
の
影
響
を
受
け
や
す
い
も
の

の
即
座
に
出
動
が
可
能
で
す
。

　
今
回
の
取
材
で
は
、
消
防
士

の
み
な
さ
ん
の
活
動
も
交
え
て

ご
紹
介
し
ま
す
。
現
在
、
印
西

地
区
（
印
西
市
・
白
井
市
）
消

防
組
合
内
に
は
消
防
署
が
7
署

あ
り
、
基
本
的
に
各
署
に
消
防

ポ
ン
プ
車
と
救
急
車
1
台
を
配

備
。
放
水
に
よ
る
水
損
を
抑
え

る
た
め
、
泡
で
消
火
す
る

『
キ
ャ
フ
ス
』
の
導
入
も
進
ん

で
い
ま
す
。
消
防
士
の
谷
本
さ

ん
の
話
で
は
消
防
隊
は
「
建
物

火
災
発
生
の
場
合
、
消
防
ポ
ン

プ
車
4
台
と
救
急
車
1
台
で
の

出
動
が
基
本
。
最
初
に
到
着
し

た
車
が
先
頭
車
両
と
な
り
、
車

の
水
槽
に
常
時
1
5
0
0
渥
貯

水
し
て
い
る
水
で
初
期
消
火
を

開
始
。
後
着
車
は
防
火
水
槽
や

消
火
栓
に
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
、

先
頭
車
両
に
水
を
送
る
の
が
役

目
」
と
の
こ
と
。
真
夏
に
防
火

服
+
防
火
帽
+
空
気
呼
吸
器
を

装
着
し
て
の
消
火
活
動
は
、
熱

中
症
の
危
険
も
あ
る
と
か
。
ま

た
「
消
火
後
は
水
槽
内
や
防
火

水
槽
に
水
を
補
充
し
、
使
用
し

た
ホ
ー
ス
を
洗
う
作
業
も
あ
り

ま
す
」
と
聞
き
、
そ
の
多
忙
さ

に
ビ
ッ
ク
リ
！
こ
の
分
署
に
は
、

ホ
ー
ス
専
用
洗
浄
機
や
乾
燥
機

が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

節
電
の
た
め
天
日
干
し
が
多
い

と
か
。
燃
え
盛
る
炎
と
戦
い
、

消
火
後
も
細
や
か
な
作
業
を
こ

な
す
…
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　
救
急
車
に
は
救
急
隊
3
人
が

乗
車
し
ま
す
。「
あ
れ
？
火
事

じ
ゃ
な
い
の
に
消
防
車
も
？
」

と
い
う
時
は
『
Ｐ
Ａ
連
携
』
と

い
っ
て
、
救
急
隊
だ
け
で
の
搬

送
が
困
難
な
場
合
、
消
防
隊
と

連
携
し
、
計
7
人
で
出
動
し
て

い
る
か
ら
で
す
。
救
急
救
命
士

の
飯
島
さ
ん
に
よ
る
と
「
心
肺

停
止
な
ど
重
篤
な
患
者
に
は
、

各
学
年
で
総
当
た
り
戦
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
豆
力
士
相
撲
が
終
わ
る
と
、
お

母
さ
ん
た
ち
に
よ
る
尻
相
撲
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
先
の
個
人
戦
と
同

様
に
、
5
人
抜
き
を
決
め
た
女
力

士
た
ち
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

覇
者
を
競
い
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
上

位
入
賞
者
に
、
地
元
の
六
軒
産
の

お
米
を
副
賞
と
し
て
授
与
。
最
後

に
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
部
屋
の
メ
ン

バ
ー
と
監
督
コ
ー
チ
が
舟
に
乗
り
、

弁
天
川
か
ら
六
軒
川
ま
で
の
優
勝

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
熱
い
一
日
で
し
た
が
、
弁
天
川

か
ら
の
涼
風
が
救
い
で
し
た
。
ま

た
、
六
軒
地
区
の
み
な
さ
ん
が
、

大
会
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
を

黙
々
と
果
た
す
姿
は
す
が
す
が
し

く
、
地
域
に
根
付
い
て
い
る
相
撲

大
会
だ
と
思
い
ま
し
た
。

救
急
救
命
士
の
資
格
を
持
っ
た
隊

員
が
医
師
に
相
談
し
つ
つ
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
や
気
道
確
保
な
ど
の
処
置
を

し
、
搬
送
。
時
に
は
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
要
請
も
。
現
場
で
の
苦
労
は
、

医
療
機
関
と
交
渉
し
搬
送
先
を
一

刻
も
早
く
探
す
こ
と
。
器
具
の
進

歩
や
処
置
拡
大
に
対
応
す
る
た
め

の
勉
強
は
非
番
の
時
に
し
て
い
ま

す
」
と
の
こ
と
。
そ
し
て
、
答
え

て
下
さ
る
そ
ば
か
ら
出
動
の
サ
イ

レ
ン
が
！
去
り
ゆ
く
そ
の
後
ろ
姿

に
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
『
緊
急
消

防
援
助
隊
』
と
し
て
被
災
地
で
活

躍
。
そ
ん
な
頼
も
し
い
隊
員
が
揃

う
牧
の
原
分
署
で
す
が
「
大
災
害

が
起
き
た
場
合
、
こ
こ
の
消
防
力

だ
け
で
は
守
り
き
れ
な
い
」
と
も
。

　
み
な
さ
ん
に
は
防
災
訓
練
へ
の

参
加
や
日
ご
ろ
の
物
資
備
蓄
、
住

宅
火
災
警
報
器
の
設
置
な
ど
、
協

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
そ
う
で
す
。

広報レポーター：
 中谷  
な か や

 久美好 （内野）
く み こ 印西西消防署牧の原分署

▲特別に見せていただいた指
令室の内部。ここでは各車両
の動きなどを管理

▲
葛
救
急
車
・
消

防
車
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
が

▲お母さんたちによる
　尻相撲にも大喝采

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

▲優勝したファイターズ部屋による水上
　パレード。全員で「ごっつあんです！」

仲
間
が
見
守
る
中
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

仲
間
が
見
守
る
中
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
るる

豆
力
士
た

豆
力
士
た
ちち

①ノートパソコン（１千円程度）②電子レンジ（4千円）③プリンター用のイン
ク（2個で1千円）④小林中の学生服、長袖ワイシャツ（ズボン200円、ワイシャ
ツ300円）⑤牛革製巻き革（1千円程度）⑥アルトサクソホン（7千円）⑦電子ピ
アノ（3千円程度）⑧印西しおん幼稚園帽子⑨千葉商科大付属高校制服⑩買い
物カート（ヘルスバック）。

①大森小男子体操服②ピアノ（アップライト）③印西中学校の女子用制服と運
動着④しおん幼稚園、男児、女児ジャージ、男児女児体操服（大きめサイズ希
望）⑤天神幼稚園男児制服、女児制服、ブラウスなど⑥犬用乳母車⑦ベビー
カー⑧リカちゃん人形⑨補聴器。

い
か
づ
ち
に
目
鼻
口
開
く
五
百
羅
漢

木
　
刈
　
　
　
渡
辺
　
敏
子

秋
め
き
て
わ
が
影
法
師
確
か
な
り

岩
　
戸
　
　
　
荒
木
　
コ
ト

一
条
の
雲
棚
引
き
て
秋
高
し

滝
　
野
　
　
　
大
友
　
俊
彦

八
十
の
敬
老
の
日
や
事
も
な
し

大
　
森
　
　
　
石
井
　
章
夫

バ
ッ
タ
こ
ち
ん
と
杭
に
ぶ
つ
か
り
草
の
中

舞
　
姫
　
　
　
堤
　
貴
美
子
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